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	 アークジェットプラズマは宇宙空間におけるスラスタ利用へのモチベーションか

ら盛んな研究が行われ、20世紀の終わりの段階で既に半導体レーザーを用いたレーザ
ー吸収分光による密度・温度・速度の空間分解計測が行われている[1]。一方でアーク
ジェットプラズマにはスラスタ利用においては望ましくない特徴的な定常構造が出

現する条件がある[2]。この構造は発光の空間分布として目視観測することが可能で
あり、明構造がジェットのおよそ中心軸に沿って等間隔に形成されるスロッシングモ

ードと発光構造が螺旋を描くスパイラルモードに大別できる。本研究ではこの定常発

光構造と局所的なプラズマパラメータの関連を明らかにすることを目的とし、空間分

解レーザー吸収分光、および、飽和吸収分光による原子の密度・温度・速度・衝突頻

度等の計測を行ってきた。 
	 レーザー光源は外部共振器の無い半導体レーザー(L785P090，Thorlabs)をフリーラ
ンニングで使用した。スキャニングエタロンで計測したレーザーの線幅はエタロンの

分解能2 MHz未満で計測値は82 kHzであった。空間分解レーザー吸収分光においては
シリンドリカルレンズによって線状集光したレーザーをラインCCDカメラに結像さ
せ、アークジェットプラズマの断面に相当する一次元の空間分解計測を空間分解能

0.1 mm程度で行った。空間分解吸収スペクトルから原子の速度と温度を決定したとこ
ろ、スパイラルモードにおいては明らかに温度と速度が最大値を取る位置にシフトが

あることがわかった。この結果から、アークジェットプラズマ中では低温高速成分と

高温低速成分が明確に分離している可能性が示された。 
	 飽和吸収分光においてはVelocity changing collision (VCC)の影響が飽和吸収スペク
トルに現れることが既に分かっている[2]。本研究ではこのスペクトルから衝突頻度
の情報を抜き出すための準備として、VCCの影響下での飽和吸収分光を数値計算によ
って再現し[3]、解析の基礎となるスペクトル形状マップを作成した。 
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